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実験概要

今回はYOLOv4というアルゴリズムを使い、認識を行う。

必要な作業は以下６つある

１：Anacondaのインストール

２：cuDNNとCUDAのインストール

３：pytorch環境の配置

４：必要なライブラリのインストール

５：データ写真の用意と画像のアノテーション処理

６：トレーニングの実行



Anacondaのインストール

YOLOv4のアルゴリズムは今回pythonで実現したする。
プログラムを動かす為には、Anacondaを使用する。



CudnnとCUDAのインストール

•ダウンロード先：

CUDAのダウンロード

cuDNNのダウンロード

CUDA 11.0  cuDNN8.0.5.39は実際に使って成功したので推奨する。

https://developer.nvidia.com/cuda-11.0-download-archive?target_os=Windows&target_arch=x86_64&target_version=10&target_type=exelocal
https://developer.nvidia.com/cudnn


CUDAインストールの注意事項

Exeファイルをクリックし、
セットアップを開始する

カスタマイズ(高級)を選択

全部チェック



cuDNNの配置

１：まず圧縮ファイルcudnnを展開する

２：展開した内容(上の図)はCUDAのファイル(C:¥Program 
Files¥NVIDIA GPU Computing Toolkit¥CUDA¥v11.0)に貼り付け



Pytorch環境の配置その1

• Win+Rでcmdを入力

以下2つの指令を入力する

・conda create –n pytorch python=3.6

・activate pytorch



Pytorch環境の配置その2

こういう画面が出ると思う

GPUある場合、以下の指令を入力する：

pip install tensorflow-cpu==2.2.0

CPUのみの場合、以下の指令を入力する：

pip install tensorflow-gpu==2.4.0



他のライブラリのインストール

• scipy==1.4.1

• numpy==1.19.2

• matplotlib==3.2.1

• opencv_python==4.2.0.34

• tensorflow_gpu==2.4.0 / tensorflow_cpu==2.2.0 

• tqdm==4.46.1

• Pillow==8.2.0

• h5py==2.10.0

例：pip install scipy==1.4.1



VSCodeのインストール

プログラムの実行は様々な方式がありますが、vscodeを推奨する

アプリケーションをpytorchに変更



データ集の作成

写真データ

アノテーションデータ



アノテーション方法その1

先ずlabelImgをダウンロードする
pip install labelImg

インストール完了後、labelImgで実行



アノテーション方法その2

Open Dirで写真データの保存先を
指定する

Change Save Dirでアノテーションデー
タを保存したいファイルを指定する



アノテーション方法その3

Create RectBoxをクリックして、矩形領域を作れる
この領域で、目標をマーキングする

そしてターゲットの名前を付ける



プログラムの設定(train.py)

GPUない場合はFalseに調整

cls_classes.txtファイルを作り、ラベルの名称を記入する
そしてclasses_passのバスはcls_classes.txtのバスに変更

cls_classes.txtの例



プログラムの設定
(voc_annotation.py)

train.pyと同じく、自分で新しいデータセットを作る場合、

cls_classes.txtのバスに変更する



プログラムの実行順番(学習)

１： voc_annotation.py先ず実行する

目的：学習用データ写真とテスト用データ写
真を分ける

２： train.pyを実行して、学習を行う



学習結果の確認

学習と共に、モデル内部のパラメータは自動的に更新する、loss関数
を使い、モデルを評価する。一般的に、０に近い方がいい。
しかしながら、0に近すぎると「過学習」になり、モデルは使えない
可能性はある



学習結果の検証

1つの学習結果を使い、model_pathに代入

yolo.py

そして最後は（ predict.py ）を実行し、
任意写真のバスを入力したら、検出を行える



出力結果

ターゲットを正しく検出しましたか？
できなかったら、データ写真を増やしてみよう！


